
石川県県民の森 管理運営業務仕様書

 
第１　目　　的

    「石川県県民の森」(以下、「県民の森」という。)の利用者への便宜供与及び利
用促進並びに管理運営に付帯する業務に必要な仕様を定める。

第２　県民の森管理運営業務の基本方針
1 　石川県県民の森は、加賀地域における森林・自然観察、自然体験学習・教育等

の拠点施設の一つとして、自然体感機能や自然学習・教育機能・レクリエーション
機能等の複合的機能を持つ施設であり、施設の利活用促進に向け、その設置目
的を踏まえて指定管理者が独自に企画し、実施する自主事業等と相まって、施設
の有する機能が効果的に発揮されるような管理運営を行うこと。

2 　費用対効果の高い効率的かつ効果的な管理運営を行い、経費の削減に努める
こと。

3 　利用者等の意見・要望を適切に管理運営に反映させ、多様なニーズに応えた平
等なサービスの提供、利用促進を図ること。

第３　法令等の遵守

　管理運営業務を行うにあたっては関係法令を遵守すること。
特に以下について留意すること。

1 　森　林　法
2 　鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律
3 　石川県保健休養林施設条例、石川県保健休養林施設条例施行規則
4 　地方自治法
5 　労働基準法
6 　石川県飲用井戸等衛生対策要領
7 　石川県食品衛生法施行条例
8 　農薬取締法
9 　石川県におけるﾀﾞｲｵｷｼﾝ・環境ﾎﾙﾓﾝ等化学物質問題に係る取組方針
10 　消　防　法
11 　個人情報保護法及び石川県個人情報保護条例
12 　石川県グリーン購入調達方針
13 　石川県行政手続条例
14 　河　川　法

第４　開園時間及び休園日
1 　開園時間は、石川県保健休養林施設条例施行規則第３条に定める時間とする。

2 　休園日は、同規則第２条に定める日とする。

3    ただし、いずれも同条の規定により指定管理者が必要とする場合は、知事の承
認により変更することができる。

第５　業務内容

1 指定管理者の業務内容

(1) 保健休養林施設における森林及び自然に関する展示及び催し物の実施、その他
施設を利用する者への利便の提供に関する業務

(2) 施設の利用の促進に関する業務

(3) 別表１に掲げる施設の使用料の徴収に関する業務

(4) 施設の設備及び備品(以下「保健休養林施設の施設等」という。)の維持管理及び
修繕に関する業務

(5) 上記のほか、保健休養林施設の管理に関し、知事が必要と認める業務



2 指定管理者と石川県の責任分担等

3 管理体制の確保

(1) 　管理運営に係る業務を適切に実施するため、業務全体を総合的に把握し調整
する総括責任者及び業務の区分(運営業務、管理業務、施設管理業務）ごとに総
合的に把握し、調整する業務責任者を定め、業務の開始前に報告するものとす
る。
　総括責任者及び業務責任者を変更した場合も同様とする。

(2) 　本仕様書に掲げる業務に支障のないように要員を配置し、管理運営にあたるこ
と。

(3) 　業務を実施する者は、その内容に応じ、必要な知識、技能及び経験を有する者
とする。

(4) 　管理事務所長(総括責任者と兼ねることができる）を１名配置すること。

(5) 　運営組織体制を保持し、職員の育成及び運営に必要な研修をマニュアル化し、
実施すること。

4 運営業務

　利用者への便宜供与、利用促進及び安全管理等、適切な運営を行うことを目的
とする。　また、常に利用者に開かれたものとし、県民をはじめとするすべての利
用者に対し、公平な運営に留意し、以下の業務を行うとともに、利用者への便宜
供与、利用促進、安全管理について、指定管理者の判断により適切に行う。

(1) 園内案内、利用案内、接遇業務

ｱ 接客対応、電話応対、団体対応(学校行事・一般団体）、苦情対応等にあたるこ
と。

ｲ 県民の森が県営であることを認識し、常に県民本位の観点から案内業務にあたる
こと。

ｳ 施設に関する要望及び苦情に対しては誠意をもって対応するとともに、速やかに
内容を県へ報告すること。

(2) 利用者ニーズの把握とサービス向上に関する業務

ｱ 利用者の意見・要望の聴取等、利用者ニーズの適切な把握を行うこと。

ｲ 利用者ニーズを反映した運営を行い、サービス向上に努めること。

（表２）施設管理業務に係る指定管理者と石川県との責任分担

指定管理者 石川県

○

○

○

〇

○

管理上の瑕疵に係るもの ○

上記以外

管理上の瑕疵に係るもの ○

上記以外

○

○

○

施設の使用許可、取消し ○

施設の目的外使用許可、取消し ○

施設の設置基準、管理基準に係るもの ○

上記以外 ○

⑬需要の変動 利用者数、利用料金収入の減少 ○

物価上昇によるもの ○
運営に重大な影響を及ぼすもの
一般的な税制変更（消費税除く） ○
消費税の変更 ○
火災保険 ○
その他各種保険 ○
連絡体制確保、利用者の安全確保、被害調査・報告、応急
措置等

○

指揮・指示、復旧措置 ○
○⑱包括的な管理責任

⑫法令等の変更

⑭物価の変動
協議事項

⑮税制度の変更

⑯保険への加入

⑰災害時の対応

③安全衛生管理

⑧施設・備品の小規模修繕（性能･機能の回復程度のもの）

⑨施設・備品の大規模修繕（資産価値の向上又は耐用年数の延長となるもの）

⑩個々の業務の委託

⑪施設の法的管理

　ただし、これに定める事項に疑義のある場合、又は定めのない事項については、県と協議して定めることとします。

内　容

⑥施設・備品の損傷

⑦利用者の損害
協議事項

協議事項

①施設・備品の保守点検

②施設・備品の維持管理

④管理運営（案内、利用促進、企画展示、広報等）

⑤使用料の収納



(3) 利用促進に関する業務

ｱ 定期又は不定期に行うイベント等を企画し、実施すること。

ｲ 健康の森で実施される、県又は県内市町、他団体等が開催するイベント等へ支援
協力すること。

ｳ 総合的な学習の時間における利用、遠足等児童生徒の利用、学校行事促進に積
極的に取り組むこと。

ｴ 各種団体へ誘客活動すること。

(4) 情報提供、広報、広告に関する業務

ｱ ＰＲ用パンフレット等を作成・配布すること。

ｲ 旅行代理店等への誘客活動をすること。

ｳ 他の県有施設等との連携を積極的に図り、他の県有施設及び県内市町等を紹介
するポスターの掲示、パンフレット・チラシ等の配布を行い、相互の利用促進を図
ること。

(5) 地元自治体、各種団体、地域住民、公共機関等との連絡調整業務

ｱ 地元自治体、各種団体、地域住民、公共機関等と協調を図り、利用促進活動に努
めること。

ｲ 地元自治体、各種団体、地域住民、公共機関等からの依頼等には誠意をもって
対応すること。

ｳ 近隣地域への応対にあたっては、地域社会の一員であることを認識し、誠意を
持って対応し、地域振興に資する活動等についても、積極的に取り組むこと。

(6) 県民やボランティア等との協働事業の推進

ｱ ボランティア等との協働により、森林管理や自然環境保全に資する活動や環境教
育、体験学習等を積極的に推進する。

ｲ ボランティア等との協働により、県民の森利用者参加型のイベント等の開催を積
極的に推進する。

(7) 緊急・救急対応に関する業務

ｱ 災害及び急病人やけが人、犯罪等が発生した場合の対応、救護及び関係部署へ
の速やかな通報、事故報告を行う。

ｲ 災害その他の事故等が発生した場合は、マニュアル等により、利用者の安全確保
を第一に、直ちに最も適切な措置を講じること。

ｳ 災害その他の事故等に迅速に対応できるよう、簡易な薬品、資機材等を常備とす
るとともに、詳細事項についてマニュアルを整備し、職員に周知する等、非常時の
対応について十分な対策を講じること。

(8) 警備に関する業務

ｱ 開園時間内においては、施設内を適宜巡回し、不審者・不審車両の進入防止、火
の元及び消火器・火災報知器等の点検、放置物の除去等避難導線の常時確保、
不審物の発見・処置等を行うこと。

ｲ 夜間、無人化する場合には、異常時の発生に際し、速やかに対応できるよう体制
を整えること。

ｳ 夜間における緊急連絡先を利用者に周知すること。

(9) 保険への加入

　次の水準以上の保険に加入すること。
ｱ 林　道

 　対人賠償　１名に付き    ４,０００万円、１事故に付き４０,０００万円
   対物賠償　１事故に付き  ３,０００万円

ｲ 林道を除く施設
 　対人賠償　１名に付き    ３,０００万円、１事故に付き１５,０００万円
   対物賠償　１事故に付き　　５００万円
   見 舞 金  １名に付き　死亡 ２００万円、入院 ２,５００円(１日に付き)



(10) 園内巡視及び利用指導に関する業務

ｱ 利用者が安全・快適に利用できるよう園内巡視を常に行うこと。

ｲ 特にスズメバチ等の蜂類の対策に努めること。

ｳ 不適当な利用者、石川県保健休養林施設条例で規定される禁止行為及び明らか
に危険の恐れがあると認められる者については、注意を促し、適正かつ安全な利
用が図られるよう努められること。

5 施設管理業務

(1) 管理する施設は、別表１「石川県県民の森管理施設一覧」のとおり。

(2) 日常点検業務
　目視等による施設、設備、遊具等の巡回点検を行い、常に安全かつ良好な状態
を保持し、異常を発見した場合は、速やかに適切な処置を行うこと。

(3) 保守管理業務
　施設を安全かつ安心して利用できるよう、施設の保全に努めること。

(4) 清掃業務
　良好な環境及び美観の維持に心がけ、施設の快適な空間を保つこと。

(5) その他
ｱ 長期的な視野を持ち、健全に施設を維持管理するよう努めること。
ｲ 施設管理費の低減を図るため、新たな施設管理手法等について積極的に取り組

むこと。

ｳ 県民の森では、井戸水等を使用していることから、その管理にあたっては「石川県
食品衛生法施行条例」並びに「石川県飲用井戸等衛生対策要領」に基づき適正
に行うこと。

ｴ 芝生広場等の管理については、除草剤等の農薬の使用によらず、人力により行う
こと。やむを得ない事情により、農薬による除草を行う場合は、あらかじめ知事の
承認を得ること。

ｵ 遊具については、別紙１「遊具の安全点検要領」に基づき点検すること。

6 再　委　託
(1) 指定管理者は、仕様書で規定する業務の全部を一括して、又は業務の主たる部

分を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。

(2) 指定管理者は、業務の一部を第三者に委託してはならない。
　ただし、以下の業務については、専門的技能、資格等を有することから、あらか
じめ県の承認を得たうえで、委託することができるものとする。

ｱ 　警備業務

ｲ 　し尿浄化槽維持管理業務

ｳ 　合併浄化槽管理業務

ｴ 　廃棄物処理管理業務

ｵ 　電気工作物保安業務

ｶ 　その他業務の実施に際し、専門的技能、資格等を要する業務

(3) 県は、指定管理者に対して、業務の一部を委託し、又は請け負わせた者の商号、
又は名称その他必要な事項の通知を請求できる。

7 情報の管理
　個人情報保護法及び石川県個人情報保護条例の規定を遵守するとともに、協
定に基づき施設の管理を通じて取り扱う個人情報の保護を行うこと。



第６　管理に要する費用

1 管理運営に必要な費用については、管理料並びに施設使用料収入で賄うこととす
る。

2 毎年、県は指定管理者へ、管理運営に必要な費用として管理料を支払う。
この場合の支払い時期や方法については協議のうえ決定し、年度協定で定める。

　なお、額の決定後、運営によって過不足が生じた場合でも、特別な事情が認め
られない限り、原則として管理料の変更は認められない。

第７　施設の使用料

　施設の使用料は、石川県保健休養林施設条例第１２条に定める額の範囲内に
おいて、指定管理者があらかじめ知事の承認を受けて定めるものとする。
　これを変更しようとするときも、同様である。

第８　経　理
1 予算執行

　県民の森は、公の施設であることに鑑み、指定管理者は適正な経理を行わなけ
ればならない。

2 立ち入り検査

　県は必要に応じて、施設、物品各種帳簿などの現地調査を行うことができる。

第９　事業計画書及び事業報告書の提出
1 　指定管理者は、石川県保健休養林施設条例第８条に規定する事業計画書を作

成し、別途指定する期日までに県に提出しなければならない。

2 　地方自治法第２４４条の２第７項の規定により指定管理者は、１事業年度が終了
するごとに、施設管理運営業務について、当該年度事業内容を報告する書類(以
下「事業報告書」という。）を速やかに提出しなければならない。

3 　事業報告書に記載する報告内容は、管理運営の実施状況、施設ごとの利用状
況、受託及び自主事業の実施状況、収支状況などの事項とするが、具体的内容
については、協定で定める。

4 　県は指定管理者に対しその管理の業務及び経理の状況に関して、定期又は必
要に応じて臨時に報告を求めることができる。

5 　提出された事業報告書の内容に基づき、指定管理者の業務内容改善の必要が
あると認められるときは、県は実地に調査し、必要な指示を行う。

6 　県は提出された事業報告書の内容を確認し、その内容が事業計画の趣旨、内
容から逸脱・違反したものであった場合又は県の指示に従わない若しくは指示に
よっても業務内容に改善が見られないと認められた場合は、指定を取り消し、又
は業務の一部若しくは全部を停止させることがある。

第１０　物品
1 県は指定管理者に、現在県民の森に配備してある県有物品を貸与する。

2 指定管理者が購入した備品は、指定管理者に帰属する。

3 県有物品については石川県財務規則に基づき管理を行い、廃棄などの異動につ
いては、県と協議し行うこと。

4 県有物品については、県が定める物品品目別一覧表を備えて管理すること。

5 物品の修理については、指定管理者が負担するものとする。

6 指定期間終了時の物品の取り扱いについては協定で定める。

第１１　施設の改装
　指定管理者が施設の改装をしようとするときは、あらかじめ県の承認を受けなけ
ればならない。



第１２　施設の維持補修・更新
　施設・設備・物品の維持管理、改良、更新については、通常の維持管理又は毀
損したものの現状復旧に要する経費については指定管理者の負担とし、資産価
値を高め、耐久性を増すために要する経費、経年劣化による施設の更新等につ
いては、県の負担とする。

　なお、指定管理者の運営上の理由によるものについては、内容にかかわらず指
定管理者の負担とする。

第１３　指定期間の前に行う業務

1 協定項目について県との協議

2 配置する職員等の確保

3 業務等に関する各種規程の作成、協議

4 現行の管理団体からの業務引継ぎ

第１４　留意事項

業務を実施するにあたって次の各項目に留意して円滑に実施すること。

1 公平な運営

　公の施設であることを念頭に置いて、公平な運営を行うこととし、特定の団体等
に有利不利になるような運営はこれを慎むこと。
　また知的障害者や高齢者が利用しやすくなるよう、イベント等に参加できるよう
配慮すること。

2 県との連携

(1) 記録等の作成及び保存

ｱ 　管理運営並びに経理状況に関する帳簿類は常に整理し、県から管理運営業
務、又は経理状況に関する報告や実地調査を求められた場合には、速やかに指
示に従い、誠実に対応すること。

ｲ 　運営業務及び施設管理業務の業務状況の記録、各種マニュアル、点検結果記
録及び作業記録写真等について県からの請求のあった際は、速やかに提示、提
出できるようにすること。(指定期間終了時には県へ引き継ぐこと）

(2) 県からの要請への協力

ｱ 　県から管理運営並びに現状等に関する調査及び資料作成等の作業の指示が
あった場合には、迅速、誠実かつ積極的な対応を行うこと。

ｲ 　その他県が実施又は要請する事業(例：緊急安全点検、防災訓練、行催事イベ
ント、監査、検査等）への支援・協力、又は事業実施を積極的かつ主体的に行うこ
と。

3 各種規定の作成

　指定管理者が当該施設の管理運営を行ううえで各種規定、要項、マニュアル等
を作成する場合は、内容について県と協議を行うこと。

4 自主事業の実施

　指定管理者が自主事業を実施しようとする場合は、当該施設の設置目的に合致
し業務を妨げない範囲において、事故の責任と負担により実施できるものとする。
　ただし、内容については事前に県の承認を受けること。

第１５　報　告
　入園者数、施設利用者数については、１ヶ月ごとに翌月の５日までに報告するこ
と。

第１６　その他
　その他、この仕様書に記載のない事項及び業務の内容・処理について疑義が生
じた場合は、県と協議を行うこと。



石川県県民の森管理施設一覧 別 表 １ 
区　分 施 設 名 設置 場　所　等 構 造 等

土　地 395,903.46 ㎡

立　木 45,223.06 m3

建　物 管理事務所 S47 入口 木造平屋建 52.85 ㎡

林内作業小屋 H15 入口 　　〃 54.65 ㎡

郷土資料館 S57 入口 　　〃 91.32 ㎡ 清掃、展示品の点検、終業時の電気の消灯・施錠等

雨天休憩舎 S54 木造平屋建 132.30 ㎡ 毎日の見回り、適宜清掃等

森林浴センター H元 　　　〃 234.60 ㎡

清掃、消耗品の補充、終業時の火気点検、
施設・備品の盗難破損等の確認、電気の消灯、施錠等

展示館(物置） S56 ケビン付近 木造平屋建 69.91 ㎡ 適宜清掃等

展示資料館 S50 ケビン付近 　　　〃 53.35 ㎡ 清掃、展示品の点検、終業時の施錠・電気の消灯等

作業員詰所 S49 ケビン付近 木造平屋建 39.74 ㎡ 適宜清掃等

バンガロ－１ S57 木造平屋建 9.30 ㎡

バンガロ－２ S57 　　　〃 9.30 ㎡

バンガロ－３ S58 　　　〃 9.30 ㎡

バンガロ－４ S58 　　　〃 9.30 ㎡

バンガロ－５ S59 　　　〃 9.30 ㎡

バンガロ－６ S59 　　　〃 9.30 ㎡

ケビン（いわな） S61 　　　〃 28.46 ㎡

ケビン（やまめ） S61 　　　〃 28.46 ㎡

ケビン（あゆ） S63 木造平屋建 30.34 ㎡

ﾛｸﾞﾊｳｽ小（ﾒｼﾞﾛ） H8 木造２階建 46.44 ㎡

ﾛｸﾞﾊｳｽ小（ﾎｵｼﾞﾛ） H8 　　　〃 46.44 ㎡

ﾛｸﾞﾊｳｽ小（ｳｸﾞｲｽ） H8 　　　〃 64.80 ㎡

便所１ S47､H4 入口 木造平屋建 39.62 ㎡ 清掃（定期１回/週・外随時）

便所２ S60 ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ広場 　　　〃 7.29 ㎡

便所３ S57 第２キャンプ場 　　　〃 9.91 ㎡

便所４ S56 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ広場 　　　〃 9.91 ㎡ 清掃（定期１回/週・外随時）

便所５ H8 炭焼き小屋横 　　　〃 23.01 ㎡ 清掃（定期１回/１～２週・外随時）

倉庫 S49 郷土館横 木造平屋建 14.58 ㎡

倉庫 S54 　　　〃 19.83 ㎡

機械室
（ｾﾝﾀｰ井戸ポンプ室） S62 木造平屋建 16.23 ㎡

水車小屋 S53 　　　〃 9.72 ㎡

炭焼窯展示館 H7 　　　〃 46.94 ㎡

工作物 休憩舎１ H4 上新保橋上流 木　造 1 棟

休憩舎２ S47 ケビン横 　〃 1 棟

休憩舎３ H8 炭焼き小屋横 　〃 1 棟

休憩舎４ H8 パノラマコース 　〃 1 棟

展望休憩舎 S52 立杉峠上 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1 棟

炊事棟１ 郷土資料館横 1 棟

炊事棟２ 第１キャンプ場 1 棟

炊事棟３ 第２キャンプ場 1 棟

炊事棟４ バンガロ－付近 1 棟

炊事棟５ ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ舎付近 1 棟

ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ舎 1 左岸 1 棟

ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ舎 2～5 右岸 4 棟

遊　具 中央広場 1 基 定期点検、補修等

ｷｬﾝﾌﾟ場 第１キャンプ場 1 箇所

第２キャンプ場 1 箇所

広　場

入口広場
（芝生２，０００㎡含
む） 1 箇所

中央広場 1 箇所

樹　木 樹木(主に低木） 210 本 雪吊り等

駐車場 駐車場１ 入口 As舗装 1 箇所

駐車場２ 森林浴センター 　〃 1 箇所

駐車場３ ログハウス下 砂　利 1 箇所 適宜清掃

立杉線 6,209 ｍ

草刈り(年２回)、側溝清掃(年１回)、
ｶﾞｰﾄﾞﾛｰﾌﾟ締直し等

上新保線 3,130 ｍ

草刈(年2～3回)、側溝清掃２回/年、
通常は管理事務所からﾛｸﾞﾊｳｽまでの 2，100ｍ

管理道 作業道 1,400 ｍ 必要時のみ草刈り等

歩　道
上新保橋
　　～ 森林浴ｾﾝﾀｰ 400 ｍ
森林浴ｾﾝﾀｰ
　　　　～　ｹﾋﾞﾝ 200 ｍ

パノラマコース 2,800 ｍ

展望コース ﾊﾟﾉﾗﾏｺｰｽ対岸 1,500 ｍ

立杉展望台 立杉峠上 200 ｍ １回/年程度

その他 杉の水川 管理事務所～ﾛｸﾞﾊｳｽ 2,100 ｍ 流木除去、清掃等

給水施設１ 新保の森対岸 貯水ﾀﾝｸ・滅菌室 1 箇所
給水施設２
（ﾛｸﾞﾊｳｽ水源） ログハウス横 井戸 1 箇所

給水施設３
(森林浴ｾﾝﾀｰ水源） 森林浴ｾﾝﾀｰ横 機械室(井戸) 1 箇所

放送設備 1 式

電気供給施設 1 式

（注）冬季閉園時には、建物については雪囲いを、給排水施設については水抜き等を行なうこと。

巡視、被害調査、災害報告、応急措置等

標 準 的 な 管 理 内 容

林　道

使用前の
給油器等の確認

使用前の電灯、ガス、給湯器等の確認
使用後の室内の清掃、火気点検、盗難・破損等の確認
電灯の消灯、施錠等

２回/年程度
機械除草、支障木除去等

草刈
　6月・10月、
　山側法面２ｍ程度、
　谷側法面適宜
路面清掃(適宜)
崩壊土砂除去(適宜)
開園前点検（路面清掃
等）

見回り(毎日）、
ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ補充、
器具の点検等

清掃（定期１回/１～２週・外随時）

適宜清掃、点検等

滅菌装置稼働状況確認、
次亜塩素酸ナトリウム補充、
清掃、点検、水質検査等

適宜点検

使用前の点検、使用後の清掃

使用前の点検、使用後の消火・清掃等

使用後の清掃、火気点検等

適宜人力除草、清掃等

路面清掃(通常年6～7回/年）
周辺人力除草等

規  模

適宜清掃等

毎日の見回り、適宜清掃等

適宜見回り、清掃等

清掃、終業時の火気点検・電気の消灯・施錠等

使用後の室内の清掃、火気点検、
施設の破損等の確認、施錠等



石川県県民の森備品一覧 別 表 ２-1
NO 品名 構造等 数量 単位 取得年度 設置箇所 備考

1 日産アトラス 1 台 H17

2 片袖机 6 基 事務所３、森林浴センター３

3 テーブル 5 基 事務所４、森林浴センター１

4 回転椅子 6 脚 事務所３、森林浴センター３

5 折畳椅子 6 脚 事務所６

6 金庫 1 台 事務所

7 鋼鉄製書庫 3 基 事務所２、郷土館１

8 ロッカー 1 基 事務所

9 食器戸棚 1 基 事務所

10 冷蔵庫 7 基 ログハウス３、ケビン３、事務所１

11 ストーブ 3 台 森林浴センター２、郷土館１

12 扇風機 3 台 森林浴センター２、炭焼小屋１

13 テント 16 張

14 流し台 1 基 事務所

15 自在鉤 1 基 郷土館

16 コンロ台 1 基 事務所

17 双眼鏡 9 台

18 消火器 5 台 森林浴センター３、事務所２

19 消火ポンプ 1 台 茅葺き小屋

20 民具 1 式 展示館（詳細は別表２－１）

21 掃除機 4 機 ログハウス３、事務所１

22 警報機 1 台 森林浴センター

23 カラーテレビ 1 台 森林浴センター

24 ランプ 5 個 雨天休憩舎

25 衛生アンテナ 1 基 森林浴センター

26 電話機 2 基 事務所１、森林浴センター１

27 公衆電話機 2 基 ケビン、ログハウス

28 電気カンナ 1 台

29 電気丸鋸 2 台

30 電気ドリル・ドライバー 2 台

31 ホワイトボード 1 台 森林浴センター

32 梯子 3 基

33 脚立 2 台

34 案内板 2 基

35 傘立て 1 基 自動販売機横

36 スノコ板 5 枚 ログハウス３、ケビン２

37 ユニカマット 1 枚

38 書籍 17 冊 管理事務所、森林浴センター（詳細は別表２－１）

39 放送設備 2 式 事務所１、森林浴センター１

40 アルミ３連梯子 1 台

41 蜂防護服 1 点

42 漆木造菓子盆 1 点 郷土館

43 漆木造喰篭 1 点 郷土館

44 漆造拭漆喰篭 1 点 郷土館

45 木製テーブル 10 基 森林浴センター

46 座卓 4 基 森林浴センター

47 丸椅子（切株） 72 基 森林浴センター

48 時計（大・小） 2 基 森林浴センター

49 集じん機（エンジンﾌﾞﾛﾜEUB２５０） 1 台



民具一覧表（展示館） 別 表 2-2
NO 品名 数量 単位 備考

１ とうみ 1 個

２ もっこ 1 個

３ せいた 1 個

４ おしきり 1 個

５ 洗濯板 1 個

６ もちきり 1 個

７ 升 1 個

８ ラジオ 1 個

９ 行灯 1 個

１０ 糸車 1 個

１１ 燭台 1 個

１２ 屋外作業用具 1 式

１３ 生活用具 1 式

１４ 作業用具 1 式

図鑑一覧表

NO 品名 数量 単位 備考

１ 日本の樹木 1 冊

２ 日本の野鳥 1 冊

３ 日本の野草 1 冊

４ 日本のきのこ 1 冊

５ 日本の高山植物 1 冊

森からみる地球の未来（６冊） 2 式

６、１２ 　　大気と森

７、１３ 　　森の宝物

８、１４ 　　木のふしぎな力

９、１５ 　　水と土をはぐくむ森

１０、１６ 　　森の異変

１１、１７ 　　森と人の歩み



NO 施設名 場所 備考

1 木製遊具 1 点 可動部なし

石川県県民の森(山中町）

数量

保健休養林施設内遊具一覧



別 紙 １
遊 具 の 安 全 点 検 要 領

1 点検対象遊具

   保健休養林施設内にある、固定遊具並びに可動遊具の全ての遊具とする。

2 日常点検

(1) 点検方法

① 目視・触診

　遊具の外観を観察し、実際に手で触れたり、可動部を動かすなどして変形や磨耗、
異常、劣化状態等を入念に点検する。

② 打診・聴診

　ハンマー・木槌で叩いたり、木部については、必要に応じてドライバー等を差し込
み、発生する音や差し込み具合から、目視や触診では解からない木材の腐朽や鋼
材の腐食状況を点検する。
　また、可動部を動かす等して発生する音を聴き、異常の有無を確認する。

(2) 点検の着眼点

① 各部の変形・・・ゆがみ、たわみ、ロープ・ネットの磨耗、ほつれ等

② 各部の異常・・・金具、締め具の変形やゆるみ、詰め物の脱落、基礎部の腐食・腐朽等

③ 部材の異常・・・ひび、破損、さび、腐食・腐朽、劣化、塗料の剥離等

④ 全体の異常・・・動作、きしみ、揺れ、磨耗、傾き等

⑤ 欠損、消失・・・手すりや踏み板などの部材の欠損・消失、
                   金具や締め具などの欠損・消失等

⑥ 周囲の異常・・・地面の凹凸、危険物の散乱、砂場などの衛生状態、
                    不適切な基礎の露出等

(3) 点検の頻度

   フィールドアスレチック(有料施設)は週１回、それ以外は月１回とする。

(4) 点検記録の作成、保管

    フィールドアスレチック(有料施設)については別紙１「安全管理点検表」、それ以外
の遊具については別紙２「遊具点検表」により、点検記録を作成するとともに、経年
変化に伴う劣化状況等の把握などに活用するため、１０年間保管することとする。

3 専門家による点検

   大型遊具、複合遊具等、構造が複雑なものや大型のもの等については、必要に応
じて実施する。

4 点検時に異常を発見した場合の対応

   日常点検の結果で異常を発見した場合は、その程度に応じて遊具の使用制限、補
修などの応急措置を講ずる。



別 紙 ２

点検日 ： 令和　　年　　月　　日

点検者 ：

施設名 ：

点検部位

施設名
基礎

固定度
支柱

腐食度
横木固定
腐食度

ﾛｰﾌﾟ類磨
耗腐食度

ﾎﾞﾙﾄゆる
み磨耗度

可動部の
磨耗変形

ささくれ
等突起物

塗装の
剥がれ

水溜まり
等くぼみ

ｶﾞﾗｽ石等
危険物

雑草、動
物等の糞

毎月初めに実施し、以下の記号により記入する。

点検時にカメラ、計測機器等を携行し、補修に必要な資器材料を算出できる態勢を整え実施すること。

総合判定　　Ａ：異常なし 　Ｂ：当面使用可能　 Ｃ：一時使用禁止（要修理）　　Ｄ：当面使用禁止（要部材取替） 　Ｅ：当面使用禁止（要更新）

細部判定　　１：なし　　　２：ややあり　　　３：あり　　　４：かなりあり　　　５：要取替

周　　　辺　　　部

備     考

本　　　　　　体　　　　　　部

遊　具　点　検　表

総合判定


